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B－41　畑性ヨゴレのま帰住と再巧幸作に闇する研牝
　　　　お糸の水室犬家政　〇脊藤峰子　烏島脚住利　林娘子　矢部章彦

被　服　tO3

　回的　これ?でに引き続ざ、油性ヨゴレ七デルに脂路酸£同丿、その沈滞秀と再汚素性

を追牝することを目的とI T研乾をlfcめすて。建浄１ラウ-yデオメーフで行った帰命、ヨゴ

レ量■時隋なビ、慄浄粂件tc i=') 7

が困難と^-j:ろzビが明ら扮と？-> た。嶮こぞ、一瓢表量で魏海を連続的に更新するこヒに

おり再薄染の影零＼排除するための付属輩置左試作しT沈子を行い、これ李での紬果と比

戦衆討し仁。

　方砥　ヨゴレ乙デルに三'Iスナン酸(G*）ヒステア<l >-酸（C,8) を用い、ベンゼlン溶液

七して一驚量を綿鳶および’ボ･にr^入^ル鳶に鴉衆棟、熟処理レ標準状略でlO0闇保存し

仁。琢浄は、水お<＝び'O.I%^ヽD S水巻波乞用い. タウングオメ･－9および、進装t新のた
め弑作債置訓す属さi£ re タ-ゴトメータフ"、20 £ / でで行った。洗ﾗ朽衆の脂肪綬残留・は、

べ｀ンゼン抽拡、メテ)レエXテル化後、ガスクロマトグラフィーにより求めた。

　結果　ラツンブオメーフによる進静（海比r: /40程度）でI?- 脱絡争一沈浄時間曲線1こ

限分ヵヽら30分で耽絡摯が弟しく低下する場合･バみられ、これl言明ラ々ヽに再乃栞の影響によ

;り£原ヽわれゐ。7－ゴトメータによる大俗比(/ ･･/佃∂程度）の場合ば、沈浄妙草山

而く、洗浄時間の経蓮に傅勺洗浄初参の低下は極めマリ/n-い。きりに、遠液を遠縁的に～

新しつつ沈滞するヒ、l?どんど’低下μみりれず、再乃染を奈晋^/い脱屡屡程のみと恩ヽr>れ

る急滞曲線が得りれる。＝れらの柿果おり、ゐヽ種沈降条件と涜冷性・再乃染性の関係を検

すtろ。

B－42　界面活性剤と染料のm玉作用

　　　　な良て友幕政　田川美鳥,子　・ふ,湯往寿子

　　　　ぷあ人学校軟膏　岩本　栞

　目的　界面法性利ぱ染料と相互作用Iてコンアしツク叉£形成t る叫　この現象i 和月

tるμ馴こ吸収スペクトル'-A （連縁あ乙胤モル叫幻およr/ 々，パー9 ロりヽグラフ広

乞用いて経かモルtb, 平衡s.駿，親和刀£求めに。

　方浅　界面活性剤ぽ了心

デシ･レベンぜンス･しふン酸rトノウA (PBS八カチオン界面活性剤いて塩化ドずシ

ル巳’リジュヴム（P PC）と臭化巴千ルトリメチルアンモニウム　(C TA Bハ　非イオン

界琵杏性剤いてぷリオキシエナレンド’デシルi. 'テル（DE 2S) £用いμ。濠料|ま酸性

渫料いてOrange I CQI.) ，Rocce出ne （Roc八Acid Fast Bordeaux B ( F B B払

t^碁洋菜料と[てCrystal Violet (C V）＆便船に。測定方俵|疋燦料と界釘刮蜂＼のｔ

ル比と変化さゼ:て吸尤度狽惚と行う方法(連騰変化玉）tit料濃隻づ

濃度iわ吋とて吹兇変乙測亀t心方法ぼル比法），おXT/ぺづヽレクロマトアラフ法

乞用いre.

　結泉　DE 25とFBBの軸奢£ル比μ,/; Lf-，DE25とRocの結合i litﾋItパ3 とな
'J,こ･れらの場右ヽは払にﾋ--;政乙ペーパーフx>マトアラフ浪とで軸莱は一致|に。連騰変他

俵|こよi D £25とF B Bの輔今モルにぶ／; z と俗礼ふ記の柿象とー裂,い'iい叫　こ八

心）£ 25の濃度が剔く異な釘-^ it）rあi> と考えらn，界面倒埓＼の濃度V< £仁t ると具

^ぶるモル比のコンプレッフヌ,が形,収で八ることとふIている。その礼の沓料と界碩治性刹

についても司様ド詳1べて比軋し行バこ。




